
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        公共交通のネットワーク 

 

【都市拠点】 新居浜市の中心となる地区 

市民全体の方々が利用する公共施設、商業

施設が集約された地区や交通結節点など 

【地域拠点】 都市拠点を補完する地区 

その地域の方々が利用する公共施設や商

業施設が集約された地区 

 

広域連携軸

基幹公共交通軸

支線交通軸

デマンド交通

高齢者が増え、移動困難者が増加する 

利用者の減少により、サービスの維持ができなくなる。 

現状・問題点 

新居浜市地域公共交通網形成計画の策定 （平成 30 年 3 月策定予定） 

解決すべき課題 

目指すべきまちづくりを実現するネットワークの形成 
人口減少の中でもバス交通利用者を維持し、運行サービスを向上させ

るためには、公共交通利用を中心とした集約型都市構造である『コンパク
トシティ・プラス・ネットワーク』の実現が必要となります。また、土地利用と一
体となった公共交通ネットワークを検討する必要があります。 

市の補助が継続困難になることが懸念 

公共交通サービスが求められる範囲が広がり、運行効率が低下 

行き先がわかりにくく、迂回している場合も有 
団子運行があり、運行頻度に見合ったサービスの提供となっていない 
 

 

過度に自動車に依存しており、人・環境に負荷を与えている 

公共交通の必要性に対する意識が低く、将来的な移動困難者となる 

それぞれの問題点は、市民・交通事業者・行政それぞれにとって、
生活（移動）、事業活動、都市経営・市民サービスの継続が困難に
なるような負の連鎖を形成しており、将来的に現在の公共交通サービ
スを維持することができない可能性があり、移動困難者を多く発生させ
る危険性があります。 

利用実態やニーズに応じたサービスの見直し 
高齢者の増加による移動困難者の増加に対応し、現在の行き先が分

かりにくい利用状況を解消するためには、利用ニーズに応じて、サービスや
形態を見直し、利便性を高める必要があります。 

また、利用者の増加を図るためには、人口が集中している地区及び増
加が見込まれる地区へ、路線を配置することで、バス交通圏域の人口を増
加させる必要があります。 

持続可能性、公益性に関する意識の醸成 
過度な自動車依存、将来的な移動困難者の増加を防ぐため、さらに、

公的負担の増加を抑制、公的資金充当の必要性の理解を得るために
は、公共交通の持続可能性を理解していただき、公益性に対する認識、
普段の移動に対する考え方を改める機運の醸成が必要となります。 

コンパクトなまちづくりを先導する公共交通網の形成 
都市拠点へのアクセス性向上や、都市拠点間の移動のしやすさを向上することで、公
共交通による都市拠点への来訪を増加させる。 

◆取組施策◆ ● 効率よく都市拠点へアクセスするバス路線網の再編 

● 路線バスと連携したデマンドタクシーへの見直し 

便利で使いやすい公共交通網の形成 
利用実態やニーズに応じたサービスへの見直しを図り、公共交通を利用しやすくする

ことで、通勤や通学、買物、通院等の様々な場面での利用を増加させる。 

◆取組施策◆ ● 快適なバス待ち環境の整備  

● 一目で行き先がわかるバスナンバーの導入 

● 誰もが使いやすいバリアフリーに対応した車両の導入 

● 乗継を考慮した運賃制度の導入        など 

市民・交通事業者・行政の協働による公共交通の維持 
関係する市民・交通事業者・行政のみんなで、公共交通を積極的に利用する生活

への転換に取り組み、公共交通利用を増加させる。 

◆取組施策◆ ● 健康促進に着目した公共交通転換の実施 

● 交通環境学習の実施 

● 公共交通ガイドブックの更新・充実       など 

都市の外延化 

財政逼迫 

人口減少 

自動車依存の進行 

移動困難者が増加 

運行サービスの低下 

必要性に対する意識の低下 

運行資金の減少 

利用者が減少 

高齢化 

自動車への依存 

重要度の低下 

利便性の低下 運行状況 

計画期間：平成３０年度から５年間 
計画区域：新居浜市域 
目   的：まちづくりと連携し、将来にわたって持続可能な

公共交通体系を形成する必要があり、本市が
中心となって、事業者や市民と連携しながら、取
り組みを進めていくため、公共交通のマスタープラ
ンとして策定する。 

年間利用者数(H28年度) 
鉄道      159   万人 
路線バス 35   万人 
デマンドタクシー 1.9 万人 
別子山地域バス 0.65万人 
渡海船 11   万人 

公共交通網形成計画とは 
 
地域公共交通の現状・問題点、課題の整理を踏まえて、公共交通

ネットワーク全体を一体的に形づくり、持続させることを目的に、地域全
体の公共交通の在り方を、住民・交通事業者・行政が連携しなから取
り組みを進める、公共交通のマスタープランとしての役割を果たすもの。 

基本方針・取組施策 

《 基本理念 》 

いつまでも暮らしやすいまちを支える、 

使いやすい持続可能な公共交通網の形成 
 
まちづくりと一体となって使いやすい公共交通網を形成し、市民・
交通事業者・行政が支え合う取り組みを推進する。 

基幹公共交通軸、支線軸、デマンド交通の 

3 つによるネットワークの形成を目指す 
基幹公共交通軸 

JR 新居浜駅を中心に南北を貫き、都市機能

誘導区域内の都市拠点を結ぶ軸を基幹公共交

通軸として位置付ける。 

拠点へのアクセス性や拠点間の周遊性を確

保するための高いサービスを目指します。 

支線軸 

市の郊外部と JR 新居浜駅等の拠点を

結ぶ軸を支線軸と位置付ける。 

基幹公共交通軸までアクセスできるよう

にし拠点へのアクセスを確保するようにし

ます。 

デマンド交通 

公共交通空白地域では、デマンド型交通によ

って、基幹公共交通軸や支線軸までアクセスで

きるようにし、拠点へのアクセスを確保するよう

にします。 

資料３ 


